
たばこがもたらす「予期せぬ出来事」

　日本を代表する俳優、西田敏行氏が急性心筋梗塞で倒れたの

は昨年のこと。それ以降、禁煙をはじめたという西田氏が、3月27

日（土）に日本循環器学会で開かれた市民公開講座（座長：藤原久

義 岐阜大学再生医科学循環内科学教授）で「予期せぬ出来事」と

題した講演を行った。

　急性心筋梗塞の発症後に、喫煙を続けた人では30%近くが再発

するが、禁煙した人ではその約3分の1の再発率となる。心臓病死

亡も2分の1以下の割合にとどまる（Sato I: Jpn Circ J 1992）。

これまで重い病気にかかったことのなかった西田氏は、急性心

筋梗塞で病院に運ばれた昨年の3月3日、「この日が命日になるの

だろうか」と思ったという。1日に40本以上たばこを吸っていたが、

このとき担当医にたばこをやめるよういわれて「もちろんやめ

ます」と即答。「あんな思いは二度としたくない」というのがその

理由だそうだ。

　心疾患（狭心症や心筋梗塞）は喫煙量が多いほど死亡率が高く、

一日に一箱吸う人は、吸わない人の4倍以上、西田氏のように2箱

吸う人は7倍以上もリスクを伴う（図１）。

　たばこを吸った直後から循環器系には悪い影響が出る（表１）。

プロ野球の長嶋茂雄氏の入院で話題となった脳梗塞も、たばこ

を吸っていることで2～3倍の死亡リスクを伴う。たばこの煙の

中にある活性酸素などの影響で動脈硬化が促進され、脳血管が

つまるからだ。

　ほかの疾患と同じく、喫煙をはじめた年齢が若いほど、循環器

疾患における死亡率も高くなる。15歳未満で喫煙をはじめた人

の死亡率は3.7倍で、20歳以降に喫煙をはじめた人の1.67倍に比

べると倍以上である（平山雄、1981）。

　冠動脈疾患をはじめとする心疾患と脳血管障害を合計した循

環器疾患の死亡者数は年間およそ28万人で、がんによる死亡者

数の約30万人とほぼ変らない。喫煙による危険度も冠動脈疾患

では1.7倍～3倍、脳卒中では1.7倍～8倍、突然死に至っては1.4

倍～10倍と極めて高い。喫煙を続けると、疾患を悪化させるだけ

でなく、酸素運搬能を低下させるので、日常生活での動作能力も

低下する。

　循環器疾患への対策からも、禁煙推進を図っていく必要がある。
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●血管が収縮する

●血圧が上昇する

●心拍数が増え、心臓が急激に酸素を要求する

●一酸化炭素で酸素不足になり、心臓に負担がかかる

た ば こ と「 白 い 巨 塔 」

市民公開講座の様子

〈表１〉喫煙による体の変化

　前作同様、高視聴率を記録したテレビドラマ「白い巨塔」。

山崎豊子氏の原作では胃がんで死ぬ主人公の財前五郎が、

このドラマでは喫煙者として描かれ肺がんで最後を迎え

る。「もうたばこは吸えません」といって、義理の父親（西

田敏行氏）に貰った高級ライターを返す財前は、最後にが

ん予防の必要性を強く訴えて死ぬ。これも原作にはない

エピソードだ。財前もまた「予期せぬ出来事」に遭遇した

一人なのかもしれない。
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■喫煙習慣別の年齢調整心疾患死亡率
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